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４ まとめ ― 今後の方向性と課題 ― 
 

 

調 査 の 初 年 度 とし て 実 施 し て き た 直 江 津 港 、常 陸 那 珂 港 及 び プ サ ン 港 の 現 状 把 握 等 か ら 見 え て き た 平

成 20 年 度 以 降 の 調 査 研 究 に 向 け た 今 後 の 方 向 性 や 主 な 課 題 等 に つ い て 整 理 す る。 

 

 

4.1 「アジアの時代」の風向きをとらえる 

 

平 成 19 年 （2007 年 ）日 本 の 貿 易 総 額 に 占 め る 中 国 シ ェア は 、ア メリカ の そ れ を 上 回 っ た 36。中 国 は 、今 ま

で の 「世 界 の 工 場 」として の 役 割 か ら、2008 年 北 京 オ リン ピ ック、2010 年 上 海 万 博 を 控 え 、か つ 、世 界 一 の

人 口 を 有 す るとい っ た 点 等 か ら「世 界 の マ ー ケ ット」へ と変 ぼ うしつ つ あ る 。 

中 国 に 代 表 さ れ る よ うに 現 在 、環 日 本 海 経 済 圏 は 急 速 な 経 済 成 長 の 中 に あ り、前 述 し た とお り韓 国 プ サ

ン 港 は 、そ の よ うな 需 要 を 的 確 に 見 据 え 国 を 挙 げ て 戦 略 的 に 港 湾 整 備 等 を 進 め た 結 果 、メガ ハ ブ 港 とし て

の 地 位 を 固 め つ つ あ る 。 

 

平 成 20 年 （2008 年 ）2 月 13 日 に 開 催 され た 国 土 審 議 会 に お い て 「国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）」が

答 申 され た 。 

国 土 形 成 計 画 は 、今 ま で の 全 国 総 合 開 発 計 画 に 代 わ り作 成 され る 国 土 計 画 で あ る。 

こ の 計 画 の 中 で は 、「本 格 的 な 人 口 減 少 社 会 の 到 来 、東 ア ジ ア 37各 地 域 の 経 済 成 長 等 、経 済 社 会 情 勢

が 大 転 換 し、各 地 域 が グ ロ ー バ ル 化 に 直 面 す る 中 で 、人 口 減 少 を 克 服 す る 新 た な 成 長 戦 略 の 構 築 が 求 め

ら れ て い る 。こ の た め 、東 京 と地 方 とい う視 点 を 超 え て 、東 京 を 含 め た 国 内 各 地 域 と東 ア ジ ア を 始 め とす る

世 界 の 諸 地 域 とい う視 点 で 、こ れ ま で の 都 市 及 び 産 業 の 集 積 を 活 か し 、こ れ を 経 済 成 長 を 支 え る エ ン ジ ン

と し て 強 化 し て い くとと も に 、機 能 の 陳 腐 化 し た 国 土 基 盤 の 質 的 向 上 を 図 り、国 際 競 争 力 の た め の 戦 略 的

な 投 資 を 進 め て い く必 要 が あ る 。 38」と さ れ 、「新 た な 時 代 の 潮 流 を 踏 ま え て 、新 時 代 の 国 土 構 造 の 構 築 に

挑 戦 す る ことに よ り、一 極 一 軸 型 の 国 土 構 造 を 是 正 して い くことが 必 要 で あ る 。 39」と指 摘 し て い る 。ま た 、現

状 を 踏 ま え た 新 し い 国 土 像 とし て 「広 域 ブ ロ ックの 外 に 向 か っ て は 、『ア ジ ア に 開 か れ た 国 土 』を 目 指 し て 、

そ れ ぞ れ の ブ ロ ック と東 ア ジ ア 等 諸 地 域 との 交 流 ・連 携 を 進 め る ととも に 、東 ア ジ ア の 中 で の 地 域 の 個 性 と

魅 力 、国 際 機 能 等 を とら え 直 して い く。これ に よ っ て 、太 平 洋 の み な ら ず 、重 要 性 の 高 ま る 日 本 海 及 び 東 シ

ナ 海 の 活 用 に 向 け た 広 域 的 な 取 組 の 推 進 等 、東 ア ジ ア を 意 識 す る 国 土 構 造 に 転 換 を 図 っ て い く。 40」こ と

が 掲 げ ら れ て い る 。そ の 実 現 を 目 指 し た 戦 略 的 目 標 で は 「東 ア ジ ア との 円 滑 な 交 流 ・連 携 41」が 挙 げ ら れ 、

「東 ア ジ ア に お け る ハ ー ド・ソ フ ト両 面 で 継 ぎ 目 の な い 円 滑 な 人 、物 、情 報 等 の 移 動 や 流 通 の 環 境 が 形 成

さ れ る ととも に 、世 界 との 架 け 橋 （ア ジ ア ・ゲ ー トウ ェ イ ）とな る 各 種 の 基 盤 の 強 化 が 進 む ことが 我 が 国 に とっ

                                               
36 平 成 20 年 （2008 年 ）3 月 開 催 「第 2 回 貿 易 セ ミナ ー （上 越 市 主 催 ）」日 本 貿 易 振 興 機 構 （ジ ェトロ）資 料 より。2007 年 の 日 本
の 貿 易 総 額 に 占 め る対 中 国 シ ェア は 236,640 百 万 ドル で 17.7%な の に 対 し、対 ア メリカ シ ェア は 214,232 百 万 ドル で 16.1%と、
対 中 国 シ ェア が 対 ア メリカ シ ェア を 上 回 っ た 。 
37 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）の 中 で は 、東 ア ジ ア の 範 囲 に つ い て 「概 念 として の 『東 ア ジ ア 』の 範 囲 は 、人 的 交 流 ・経 済
的 相 互 依 存 の 現 状 及 び 地 理 的 近 接 性 等 に か ん が み 、日 本 、中 国 、韓 国 、台 湾 、ASEAN10 ヶ国 及 び 沿 海 地 方 な ど隣 接 す る
ロシ ア の 極 東 地 域 を 指 す こととす る。た だ し、昨 今 の 経 済 連 携 の 動 向 等 も踏 ま え 、イン ド、オ ー ストラリア 、ニ ュー ジ ー ラン ド等
も視 野 に 入 れ ることが 必 要 で あ る。」として い る。 
38 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）、5 頁  
39 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）、7 頁  
40 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）、8 頁  
41 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）、12 頁  
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て も 東 ア ジ ア の 全 体 に と っ て も 重 要 な 課 題 と な る 。」との 認 識 の も と 「シ ー ム レ ス ア ジ ア の 形 成 」が 掲 げ ら れ

て い る 42。 

 

ま た 、国 土 形 成 計 画 の 策 定 に 先 駆 け て 、平 成 17 年 （2005 年 ）11 月 に 閣 議 決 定 され た 「総 合 物 流 施 策 大

綱 （2005-2009）」を 受 け て 国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局 ・北 陸 信 越 運 輸 局 が 中 心 とな り設 置 し た 「北 陸 地 域

国 際 物 流 戦 略 チ ー ム 」の 検 討 の 中 で も、北 陸 地 域 の 物 流 政 策 が 目 指 す 方 向 性 とし て 「北 東 ア ジ ア を 拠 点 と

して 世 界 に 拓 くゲ ー トウ ェ イ構 想 の 実 現 」が 掲 げ られ て い る （図 表 4-1）。 

 

図表4-1 北陸地域の物流政策がめざす方向性 

                                         （出 所 ）北 陸 地 域 国 際 物 流 戦 略 チ ー ム ホ ー ム ペ ー ジ  

（http://www.pa.hrr.m lit.go.jp/butsuryu/pdf/2houkousei.pdf） 

 

この ように 、全 国 レ ベ ル の 各 種 計 画 に お い て も新 た な 時 代 の 要 請 に 的 確 に 対 応 して い くた め 、環 日 本 海

経 済 圏 との 関 係 性 を 見 据 え る ことが 最 重 要 課 題 として とら え ら れ て い る 。そ の よ うな ことか らも今 後 の 直 江 津

港 を 考 え て い く上 で は 、韓 国 プ サ ン 港 や 中 国 、ロ シ ア 等 環 日 本 海 経 済 圏 との 関 係 を 大 切 に し な が ら 、例 え

ば 、プ サ ン 港 と の 国 際 定 期 コ ン テ ナ 航 路 を 有 し て い る 点 を ア ピ ー ル し 、プ サ ン 港 を 活 用 す る メリッ トと 一 体

的 に 説 明 し て い くことな ど が よ り重 要 と考 え ら れ る 。つ ま り日 本 海 側 に 位 置 し 、プ サ ン 港 と距 離 的 に も 近 く航

路 も 有 す る 直 江 津 港 を 利 用 し て 、そ こ か ら プ サ ン 港 経 由 目 的 地 （世 界 各 国 ）とい う全 体 の 物 流 の 中 で の メリ

ットを 更 に 検 証 しア ピ ー ル して い くことが 必 要 で あ る 。 

直 江 津 港 か ら 環 日 本 海 経 済 圏 へ 向 か う軸 を 太 くし て い く取 組 が 必 要 で あ り、そ の 上 で の 発 展 戦 略 を 今

後 検 討 ・展 開 して い か な くて は な らな い 。 

 

 

 

 

                                               
42 国 土 形 成 計 画 （全 国 計 画 ）（案 ）、12-13 頁  
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4.2 北関東地域との関係強化 

 

北 関 東 自 動 車 道 の 全 線 開 通 に よ り、東 京 を 経 由 し な い 太 平 洋 側 と 日 本 海 側 を 結 ぶ 高 速 交 通 体 系 の 新

た な 横 断 軸 が 生 ま れ る 。この 上 信 越 自 動 車 道 ― 北 関 東 自 動 車 道 43沿 線 市 町 村 に は 、新 潟 県 の 人 口 44よ りも

多 い 434 万 人 もの 人 口 集 積 が あ る （図 表 4-2、4-3）。 

 

 

図表4-2 上信越自動車道沿線市町村の人口 

県  名  市 町 村 45 人 口 （人 ）46 備  考  

上 越 市  208,082 
新 潟 県  

妙 高 市  37,831 

上 水 内 郡 信 濃 町  9,927 

上 水 内 郡 飯 綱 町  12,504 

中 野 市  46,788 

上 高 井 郡 小 布 施 町  11,477 

須 坂 市  53,668 

長 野 市  378,512 

千 曲 市  64,022 

埴 科 郡 坂 城 町  16,463 

上 田 市  163,651 

東 御 市  31,271 

小 諸 市  45,499 

長 野 県  

佐 久 市  100,462 

安 中 市  63,179 

甘 楽 郡 下 仁 田 町  10,144 

富 岡 市  53,765 

甘 楽 郡 甘 楽 町  14,313 

多 野 郡 吉 井 町  24,987 

藤 岡 市  69,288 

群 馬 県  

佐 波 郡 玉 村 町  38,168 

上 信 越 自 動 車 道 沿 線 市 町 村  

計  1,454,001 人  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               
43 未 供 用 区 間 の 沿 線 市 町 村 の 人 口 も含 め た 。 
44 平 成 17 年 （2005 年 ）国 勢 調 査 より、新 潟 県 の 人 口 は 、2,431,459 人 で あ る。 
45 行 政 区 域 は 、現 在 の 行 政 区 域 とした 。 
46 平 成 17 年 （2005 年 ）国 勢 調 査 に よる。 
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図表4-3 北関東自動車道沿線市町村の人口 

県  名  市 町 村 47 人 口 （人 ）48 備  考  

高 崎 市  339,932 

前 橋 市  318,584 

伊 勢 崎 市  202,447 
群 馬 県  

太 田 市  213,299 

栃 木 市  82,340 

足 利 市  159,756 

佐 野 市  123,926 

下 都 賀 郡 岩 舟 町  19,011 

下 都 賀 郡 都 賀 町  13,565 

下 都 賀 郡 壬 生 町  40,107 

下 野 市  59,132 

宇 都 宮 市  502,396 

河 内 郡 上 三 川 町  31,592 

真 岡 市  66,362 

栃 木 県  

芳 賀 郡 二 宮 町  16,640 

筑 西 市  112,581 

桜 川 市  48,400 

笠 間 市  81,497 

東 茨 城 郡 茨 城 町  35,008 

水 戸 市  262,603 

茨 城 県  

ひ た ち な か 市  153,639 

北 関 東 自 動 車 道 沿 線 市 町 村  

計  2,882,817 人  

 

 

上 信 越 自 動 車 道 ― 北 関 東  

自 動 車 道 沿 線 市 町 村 人 口  

合 計  4,336,818 人  

 

北 関 東 地 域 は 、企 業 立 地 や 住 宅 地 開 発 な ど に よ り人 口 を 伸 ば して い る 都 市 が 多 数 あ り、産 業 集 積 も厚 く

現 在 大 変 勢 い の あ る 地 域 で あ る 。しか し、この 地 域 で の 横 の つ な が りは 弱 く、例 え ば 鉄 道 で は JR 両 毛 線 、

水 戸 線 沿 線 は 、い わ ゆ る ロ ー カ ル 線 とし て の 位 置 付 け で イ ン フ ラ 49とし て は 貧 弱 で あ る 。東 京 か ら 放 射 状 に

延 び た 高 速 道 路 や 鉄 道 線 な ど に 象 徴 さ れ る よ うに 、今 ま で は 東 京 との 関 係 の 中 で 大 き く影 響 を 受 け て き た

地 域 で あ る が 、この 新 しい 横 断 軸 で あ る 北 関 東 自 動 車 道 の 誕 生 とともに 、沿 線 地 域 に 物 流 拠 点 や 大 型 コ ン

テ ナ ター ミナ ル 等 の 建 設 の 動 き が 起 き始 め る 50な ど 、企 業 進 出 や 物 流 面 な ど で 変 化 の 兆 しが 見 られ る 。 

こ の 東 京 を 経 由 し な い 太 平 洋 側 と 日 本 海 側 を 結 ぶ 横 断 軸 の 誕 生 は 、災 害 発 生 時 に 、仮 に 東 京 湾 の 港

湾 や 直 江 津 港 、常 陸 那 珂 港 ど ち ら か の 港 湾 が 被 災 し た 場 合 で も 、物 流 面 な ど で の 影 響 を 少 な くす る な ど リ

ス ク 管 理 に も つ な が る こ とで あ る 。ち な み に 、阪 神 ・淡 路 大 震 災 で は 、神 戸 港 の 全 て の ふ 頭 ・コ ン テ ナ バ ー

ス の 復 旧 は 震 災 発 生 か ら二 年 余 りを 要 した との ことで あ る 。 

常 陸 那 珂 港 は 、高 規 格 幹 線 道 路 が 港 の 中 ま で 乗 り入 れ た 日 本 唯 一 の 港 で 、東 京 湾 を 利 用 し な い こ とに

よる 時 間 短 縮 効 果 もあ り、か つ 、北 米 ま で の 最 短 航 路 に あ る 。直 江 津 港 は 、日 本 海 沿 岸 地 域 の ほ ぼ 中 央 に

位 置 し 、交 通 結 節 性 に も 優 れ 、プ サ ン 港 な ど との 定 期 コ ン テ ナ 航 路 を 持 ち 、環 日 本 海 経 済 圏 との 交 流 を 進

め る 上 で 有 利 で あ る 。この 両 港 湾 の 横 断 軸 上 に あ る 地 域 が 、双 方 の メリットを 享 受 し 合 い な が ら連 携 を 強 め 、

相 互 に 物 流 ・人 流 を 作 り出 す ことが 重 要 で あ る が 、現 状 は ま だ 意 識 が 低 い 。 

今 後 は 、い か に この 新 しい 横 断 軸 を 強 化 して い くか の 取 組 が 課 題 で あ る 。 

 

                                               
47 行 政 区 域 は 、現 在 の 行 政 区 域 とした 。 
48 平 成 17 年 （2005 年 ）国 勢 調 査 に よる。 
49 イン フ ラ（infrastructure）とは 、上 下 水 道 や 道 路 な ど の 社 会 基 盤 の こと。 
50 日 本 経 済 新 聞 、平 成 18 年 （2006 年 ）4 月 15 日  
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4.3 日本海沿岸地域の連携強化 

 

環 日 本 海 経 済 圏 と の 関 係 性 な ど か ら 日 本 海 沿 岸 地 域 の 重 要 性 が 増 す 中 で 、新 潟 市 や 富 山 、金 沢 市 を

結 ぶ 日 本 海 国 土 軸 の 連 携 強 化 も必 要 で あ る 。 

日 本 海 側 の 他 の 港 として 新 潟 市 ・聖 籠 町 に 位 置 す る 新 潟 港 を 概 観 して み る と、平 成 18 年 （2006 年 ）の コ

ン テ ナ 取 扱 量 が 初 め て 16 万 TEU を 突 破 し過 去 最 高 とい う好 調 ぶ りで あ る （図 表 4-4）。 

そ の 一 方 、貨 物 量 が 港 の 処 理 能 力 を 上 回 り、コ ン テ ナ 船 が 沖 合 で 岸 壁 の 空 き を 待 つ 「沖 待 ち 」が 急 増 す

る な ど 、港 の 能 力 の 限 界 とも言 え る 状 況 も見 え 、問 題 とな っ て い る 51。 

この よ うに 、環 日 本 海 経 済 圏 の 発 展 に 伴 い 直 江 津 港 を 含 め た 日 本 海 側 の 港 湾 の 重 要 性 の 高 ま りに つ い

て は 疑 い の な い とこ ろ だ が 、「沖 待 ち 」に 代 表 さ れ る 港 湾 整 備 の 遅 れ な ど は 、日 本 海 側 の 航 路 全 体 の 国 際

的 信 用 低 下 に も つ な が りか ね な い 。この よ うな 事 態 は 、環 日 本 海 経 済 圏 が 発 展 を 続 け る 中 で 、日 本 全 体 が

そ の 大 き な 流 れ か ら取 り残 され か ね な い 。 

都 市 間 競 争 同 様 に 港 間 競 争 の 時 代 で も あ る が 、近 隣 の 港 湾 の 現 状 や 動 向 を 常 に 把 握 し 、連 携 し て い く

ことも大 変 重 要 で あ る 。 

ま た 、国 レ ベ ル で の 重 点 的 、集 中 的 な 施 設 整 備 へ の 取 組 が 必 要 とな っ て い る 。 

 

図表4-4 新潟港のコンテナ取扱量の推移52 
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（出 所 ）（社 ）新 潟 港 湾 振 興 協 会 資 料 を 基 に 上 越 市 創 造 行 政 研 究 所 作 成  

 

                                               
51 新 潟 日 報 、平 成 19 年 （2007 年 ）5 月 2 日  
52 平 成 19 年 （2007 年 ）は 速 報 値  
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4.4 広域的な視点から見た直江津港のポテンシャル 

―「中心」「交点」としての直江津港― 

 

東 京 を 経 由 し な い 太 平 洋 側 と 日 本 海 側 と の 新 た な 横 断 軸 で あ る 直 江 津 港 と 常 陸 那 珂 港 を 結 ぶ ラ イ ン 、

日 本 海 沿 岸 地 域 の 重 要 性 が 増 す 中 で の 日 本 海 国 土 軸 、この 二 つ の 軸 に 環 日 本 海 経 済 圏 へ の 軸 を 含 め る

と、直 江 津 港 （上 越 市 ）は 、十 字 に 交 差 す る 中 心 点 とな る 。 

こ の よ う な 中 心 点 は 国 土 構 造 上 重 要 な 地 点 で あ り 、 多 大 な ポ テ ン シ ャ ル を 持 つ 地 域 と 言 え る （ 図 表

4-5）。 

こ の ｢中 心 ｣｢交 点 ｣とし て の 直 江 津 港 を い か し た ま ち づ くり戦 略 を 展 開 し 、直 江 津 そ し て 上 越 市 の 拠 点 性

を 高 め て い くこ と は 、高 速 交 通 網 整 備 に よ っ て 活 発 に 往 来 す る 人 や 物 の 流 れ を 、単 に 通 過 さ せ て し ま うだ

け の ま ち か ら防 ぐ ことに つ な が る 。そ うす る ことに より当 市 は 、交 通 の 結 節 性 ・拠 点 性 を 高 め 発 展 し得 る 。 

直 江 津 港 と直 江 津 中 心 市 街 地 は 近 距 離 に あ る 上 、歴 史 の 積 み 重 ね と とも に 港 町 と し て の 風 情 が 残 っ て

い る 。これ は 、結 節 性 ・拠 点 性 を 高 め て い く上 で の 強 み で あ り財 産 で あ る 。 

直 江 津 港 の ポ テ ン シ ャ ル が 顕 在 化 す る 今 、これ を 真 の 実 力 に 変 え て い くた め の 戦 略 ・取 組 が 重 要 とな っ

て い る 。 

 

4.5 平成 20 年度以降の調査研究に向けて 

 

本 研 究 所 で は 、平 成 19 年 度 は 主 に 広 域 的 な 視 点 か ら 直 江 津 港 の ポ テ ン シ ャル 等 を 確 認 す る た め 、常

陸 那 珂 港 とプ サ ン 港 の 現 地 調 査 を 行 っ た 。 

平 成 20 年 度 以 降 も環 日 本 海 経 済 圏 の 発 展 に 対 応 した 直 江 津 港 や 都 市 機 能 の 在 り方 な ど 、直 江 津 港 を

い か した ま ち づ くりに 向 け て の 具 体 的 な 戦 略 の 提 案 を 目 指 し 、引 き 続 き 調 査 研 究 を 進 め て い く予 定 で あ り、

そ の た め 平 成 20 年 度 は 、日 本 海 沿 岸 地 域 の 連 携 強 化 の 重 要 性 を 踏 ま え 、日 本 海 側 に 位 置 す る 港 湾 の 現

状 や 課 題 等 を 確 認 す る た め 、新 潟 港 、伏 木 富 山 港 、金 沢 港 等 の 現 地 調 査 を 予 定 す る 。ま た 、あ わ せ て 直

江 津 港 を 利 用 す る 企 業 や 関 係 機 関 ・事 業 者 等 へ の ヒア リン グ 調 査 な ど も予 定 す る。 

これ ら の 調 査 に よ っ て 、実 際 の 現 場 の 声 か ら 直 江 津 港 の 問 題 点 や 直 江 津 港 へ の 要 望 、ユ ー ザ ー の 動 き

等 を 把 握 し、ど うい っ た ところ が 真 に 改 善 す べ き ところ か 、特 徴 や セ ー ル ス ポ イン トとして 伸 ば して い くべ き と

ころ は ど こか 、な ど を 分 析 した い 。 

そ れ ら の 調 査 結 果 よ り、例 え ば 北 陸 新 幹 線 と の 連 結 強 化 策 や ビ ジ タ ー 産 業 53を い か し た 直 江 津 中 心 市

街 地 の 活 性 化 策 な ど 、直 江 津 港 を い か した ま ち づ くり戦 略 の 提 案 に 向 け 、平 成 20 年 度 は 具 体 的 な 方 向 性

を 見 い だ して い き た い 。 

 

                                               
53 ビ ジ ター （来 訪 者 ）を 主 に 対 象 とした 産 業 の こと。 
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図 表 4-5 「中 心 」「交 点 」として の 直 江 津 港  
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（出 所 ）上 越 市 創 造 行 政 研 究 所 作 成   
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